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1． 不動産販売価格の調整局面は続く 

 

8 月 10 日、中国国家統計局が発表した

主要 70 都市における 7 月の不動産販売価

格指数は前年同月比 10.3％の上昇、新築

住宅価格は同 12.9％上昇、中古住宅価格

は同 6.7％上昇となった。 

（図表-1）  
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中国の不動産販売価格は今年 4 月の

12.8％上昇をピークとして 3 ヵ月連続で

上昇率が鈍化（図表-1）、特に沿岸部の珠

江デルタに位置する広州では、今年 2月の

11.3％上昇をピークとして 5 ヵ月連続で

上昇率が鈍化し、7 月は 3.8％上昇に留ま

っている。 

図表-2 は、中国の不動産販売価格の値

動きをビジュアルに把握するため、2006

年 1 月を 100 とし、その後の値動きは不動

産販売価格指数の変化率（前月比）を用い

て推定したグラフである。これを見ると、

主要 70 都市の不動産販売価格は今年 5 月

にピークを付けた後、7 月はピークから

0.1％の下落となっている。これを都市別

に見ると、北京が 4 月のピークから 0．5％

下落、上海が 4、5 月のピークから 2.0％

下落、広州が 2月のピークから 1.7％下落

となっており、中国の不動産販売価格は、

今年春にピークアウトし、大都市中心に緩

やかな調整局面が続いている。 

（図表-2） 
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2． 調整は沿岸部中心だが内陸部にも及ぶ 

 

図表-3 に示した主要 70 都市の不動産販売価格を見ると、国際的な観光リゾートとしての大規模

な開発計画が進む海南省の三亜が前年同月比 50．4％上昇で 1 位、2 位は同じ海南省の海口で同

47.7％上昇と突出している。また、主要都市では北京が同 12.4％上昇で 8位、上海が同 6.8％上昇

で 38 位、広州が同 3.8％上昇で 61 位となり、7 月時点では下落に転じた都市はなかった。 

（図表-3） 

主要70都市の不動産販売価格
（2010年7月、前年同月比）

0

10

20

30

40

50

60

三

亚

海

口

湛

江

温

州

西

安

杭

州

银

川

北

京

岳

阳

金

华

北

海

宜

昌

蚌

埠

石

家

庄

重

庆

天

津

丹

东

常

德

长

沙

呼

和

浩

特

安

庆

贵

阳

郑

州

武

汉

合

肥

牡

丹

江

大

连

乌

鲁

木

齐

赣

州

哈

尔

滨

济

南

南

京

青

岛

西

宁

徐

州

济

宁

沈

阳

上

海

扬

州

深

圳

吉

林

九

江

南

昌

遵

义

秦

皇

岛

南

宁

兰

州

大

理

昆

明

桂

林

长

春

锦

州

烟

台

襄

樊

无

锡

成

都

泸

州

太

原

厦

门

唐

山

广

州

惠

州

泉

州

包

头

洛

阳

宁

波

福

州

南

充

平

顶

山

韶

关

（％）

（資料）ＣＥＩＣ

前年同月比では上昇が続くものの、前月比で見ると下落傾向に転じる都市が増えている。図表-4

に示した地域別の不動産販売価格を見ると、沿岸部では珠江デルタ地域や長江デルタ地域では前月

比で下落しており、海南省の海口は 3 ヵ月連続の下

落となった。沿岸部でも環渤海地域の北京や天津は

前月比横這いだが、北京は 5、6 月に下落、天津も 6

月に下落しており、相場は弱含みの展開が続いてい

る。また、四川省（成都）は 1 年半振りに下落に転

じ、安徽省（合肥）は 2 ヵ月連続、江西省（南昌）

は 3 ヵ月連続で下落しており、不動産販売価格の下

落は内陸部の一部にも及んでいる。 

（図表-4）地域別の不動産販売価格（2010 年 7 月） 

地域 前年同月比 前月比
　 （省名） （省都名） （％） （％）
環渤海 北京 北京 12.4 0.0
 天津 天津 9.7
 河北 石家庄 10.4 0.1
 山東 济南 7.1
長江デルタ 上海 上海 6.8 -0.6
 江蘇 南京 7.0 -0.5
 浙江 杭州 12.6 -0.5
珠江デルタ 福建 福州 3.0 -0.4
 広東 广州 3.8 -0.5
 広西 南宁 6.2 -0.5
 海南 海口 47.7 -0.6
西部 四川 成都 4.5 -0.5
 貴州 贵阳 8.8
 雲南 昆明 5.6
 重慶 重庆 9.8 0.0
 陜西 西安 13.6
 甘粛 兰州 5.7
 青海 西宁 7.0
 寧夏 银川 12.5
 新疆 乌鲁木齐 7.3
中部 山西 太原 4.3 0.1
 安徽 合肥 8.4 -1.5
 江西 南昌 6.5 -0.6
 河南 郑州 8.7
 湖北 武汉 8.7 0.0
 湖南 长沙 9.1
東北 内蒙古 呼和浩特 8.9 0.1
 遼寧 沈阳 6.9
 吉林 长春 5.3
 黒龍江 哈尔滨 7.1 0.4
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 このような中国の不動産販売価格の下落は、中国

政府が 4 月以降に強化した不動産価格抑制策の影響

と見られ、今のところ下落幅も小幅に留まっており、

政策当局の想定範囲内の値動きと言えるだろう。し

かし、不動産価格の程よい調整は政策当局にとって

は極めて難しい課題だけに、不動産価格の値動きに

は今後とも注意が必要だろう。（参照、ｴｺﾉﾐｽﾄ･ﾚﾀｰ

2010/7/23 号「中国経済の見通し」） 
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